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防災教育では様々な内容を扱うが、危険な状態を回避して生命を守ることと、食の確保によって生命を維持
することは不可欠の要素であり、防災訓練の一つして、炊き出し研修は意義がある。e-Learning を利用した防災
教育のために、キャンプ・炊き出し研修で活用できる Web サイトを検討した。料理レシピを中心に、日常において
も作ってみたくなる様々な簡単レシピを Web 上で提示して活用する方法を提案する。公開的な要素を持ったレ
シピ・活動事例の提示とともに、コメント機能を授業的やゼミ的な教育活動において活用することができる。キャン
プに関連する火起こし、かまど作りのようなアウトドア技術、心肺蘇生・応急処置などの情報提供を組み入れてい
くことで、さらに総合的な防災教育の補助教材としても活用できると考えている。 
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1. はじめに 
東日本大震災後、防災に関する意識が高まり、
様々なテキストや資料が作られている。防災に対する
考え方は様々である。著者らは、震災のような未知の
状況に対して柔軟に対応できる能力の育成という観
点から、技術・家庭科の教科横断的な「ものづくり学
習」を組み込んだ防災教育の可能性を提案するため
に、体験型キャンプ研修[1,2]や炊き出し研修[3-5]を
企画し、実践的に検討してきた。防災教育の必要性
や意義があることは明らかであっても、実際に学生教
育に組み込むことはそれほど容易ではない。また、震
災直後に高かった防災意識も、時間経過とともに意
識は少しずつ薄れていく。実際、東日本大震災から４
年を経過して復興の格差が広がってくると、防災意
識の低さを感じることも少なくない。防災訓練で扱う
べき内容には、知識的な要素と何度も繰り返して身
につけていく技術的な要素が含まれている。即効的
な学習要素でない場合、学生に学習意欲を持たせる
何らかの工夫が必要である。研修や授業で扱う内容
を普段から確認でき、いつでも何度でも利用しやい
学習環境作りをすることが望ましい。これまでに、キャ
ンプや炊き出し研修に関する学習内容を授業で扱い
易くするために、e-Learning と組み合わせた学習方
法を検討してきた[6]。ここで作成した防災教育に関
するデジタルコンテンツは、授業以外でも活用できる
情報をたくさん含んでいる。むしろ、授業に限定しな
いで、より多くの人に公開して活用してもらいたいと考
えている。そこで、特定の授業に限定せず、防災教
育に関する学習の支援や様々な情報提供をする
Web サイトを検討した。e-Learning のために構築し
たデジタルコンテンツをブラッシュアップするために、
炊き出しメニュー（レシピ）では、炊き出し研修で実施
したメニューを紹介するとともに、ブログ機能で利用
者からのコメント収集機能を加えることで、多くの人か
ら情報の収集をすることのできるコンテンツ構築方法
を提案するものである。 
2. Web サイトの構築 
2. 1 Web サイトの基本設計 
構築する Web サイトでは、利用者として情報発信
者と受信者の双方が利用しやすい環境を目指した。
情報発信者がしっかりとコンテンツを作成して公開
（または限定開示）する方法と、利用者が参加して情
報を共有しやすいブログ（体験的学習ブログ）を用意
した（図１、図２）。特に、ブログでは利用者が相互に
情報発信ができる「みんなで創る防災・炊き出しメニ
ュー」というコンセプトに基づいて、提供するコンテン
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ツを利用してもらいながら内容を修正・充実させられ
ないかと考えた。ブログの中での情報は不完全でも
構わない。ここで精査して情報をまとめた結果をデジ
タル教材として利用できるように加工して、発信する
情報を豊かにしていく。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 2 体験的学習ブログ 
防災教育として有効な体験的学習としては、様々
なものがあるが、まず、２０１４年･２０１５年に大学内で
実施した「炊き出し研修｣に注目した。炊出しは、「食」
という災害時に欠くことができない要素であり、災害
時でない日常においても活用できる要素が多い。実
際、この研修に参加した後で、試食した料理のレシピ
や作り方を質問されることが多い。また、当日参加で
きなかったが、内容に興味を持った人への情報発信
としても有用である。２０１５年１１月２６日に実施した
炊き出し研修を題材として実施経過を報告するブロ
グを構築した。図２のホームページから、「体験的学
習ブログ」に移動すると、活動状況を示す代表的な
写真が目に入る（図３）。イベントの紹介と Web レシピ
を公開をしたもので、レシピ検索の機能も用意してい
る（図４）。活動の写真をクリックすると、拡大した写真
とコメントが表示される。ここには利用者自らのコメント
を残すことができる。図５は、「ポリ袋ご飯」の例である。
「作り方」からデジタル教材に跳ぶことができるように
してある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ WEB サイトのトップページ
図 1 WEB サイトの二つの構想 
図３ 体験的学習ブログのトップページ
図５ 投稿写真（ポリ袋ご飯）の例
図４ レシピ検索 
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コメントの追加については、注意が必要である。自
由にコメントを追加できることが望ましいが、無責任な
書き込みがされる、いわゆる「掲示板荒らし」の被害
に会わないようにする必要がある。不適切な書き込み
があった場合には削除することになり、管理側の負担
が増える。幾つかの対処方法があるが、ここでは、ユ
ーザ登録制を採用した（図６）。利用者は、はじめに
ユーザアカウントを作成して承認を受けることで、ログ
インが可能になる。その後はコメントを残したり（図７）、
自作のアイデアを発表したりすることが可能になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 3 デジタル Web 教材の提供 
防災教育として有効な体験的学習には様々なもの
が考えられる。図８はキャンプ研修、炊き出し研修に
関連したデジタル教材を紹介するページである。現
時点では、キャンプ研修で実施する調理やキャンプ
研修で使用する携帯型テーブルの作り方などをまと
めている。教材は e-Learning 用オーサリングツー
ルを使用し、パワーポイントで作成した教材を html5
に生成している（図９）[6]。アイコンをクリックして、
Web 教材として活用できる。主要なスマートフォンで
搭載されているブラウザのほとんどが html5 をサポ
ートしているため、屋外キャンプにおいてもスマートフ
ォンでモバイル教材として利用できる。デジタル教材
としてはパワーポイント以外に、動画データも提供で
きる。テント設営のように未経験の者には難しい作業
も、事前に動画を閲覧することで、イメージをつかみ
やすくなり、学習効率が向上すると期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 利用者（コメント）の登録
図８ デジタル教材のトップページ
図７ コメントの作成 
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3. Web サイトの充実と活用の可能性 
Web サイトの試作段階として、これまでに実績のあ
るキャンプ研修と炊き出し研修を中心に ①炊き出し
メニュー、②キャンプ研修にかかわる技術、③防災に
役立つ道具作り、を題材として構築してきた。これら
以外にも防災教育に関連して知っておきたい知識や
身に付けたい技術はもっとたくさんある。追加題材と
して、「非常食の紹介（試食評価）」「AED の使い方
（心肺蘇生）について知っておこう」「学内のどこに防
災・お助けグッズがある？」などの情報提供を検討し
ている。応急手当に関しては、仙台市消防局の応急
手当 WEB 講習教材[7]の活用（リンク）許可をい
ただいている。この教材を紹介して、学習後のコメ
ントを残してもらうような活用方法も検討している。  
試作した Web サイトでは、著者らがこれまで実施し
てきた防災教育に関わる体験的学習を中心に構築し
た。本学における防災関連教育は、未整理の状態で
それぞれが独立して実施されている。ここで提案する
Wｅｂサイトを介して、お互いの活動が適切にリンクで
きれば、教育効果の向上が期待できると考えている。  
なお、本研究は復興教育学創設室のプロジェクト
の一つとして実施された。   
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図９ デジタル教材の流れ 
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